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a た 胡 瀬 太 郎 


昭和 33 年 (1959) 北 隆 館 か ら 発行 され た 江崎 先生 の 「 随 筆 集 ] の 中 に , 「 あ お まつ むし 」( 村 , 昭和 22 年 
11, 12 月 合併 号 所 載 ) と いう 一 和 偽 が ある . その 中 で “ある 農学 博士 の 最近 の 著書 を 見 て いた ら , 染井 吉野 と 
いう 桜 は 古米 日 本 人 の 最も 愛し た 桜 で ある と 書い て ある の に 驚い た が , と の 桜の よう に , 明治 以後 に 普及 し 
た も の で さえ , 既に 現在 の 人 達 は , 最も 日 本 的 な 自然 物 だ と 思い 込ん で いる の で ある ” と いう 一 節 が あっ 
た . そし て "動物 の 中 で も 小さ な 昆虫 の 如き も の は , 人 の 上限 を 逃れ て 侵入 し , いつ の 間 に か 繁栄 し て いる も 
の が た くさ ん ある "” と し て アオ マツ ムシ の 例 入 っ て お られ る . 

と と ろ で , われ われ が 最も 普通 種 で ご ある と 思っ て いる モン シロ チョ ウ も , 案外 新しい 渡来 種 で は な いか と 
いう と と に 思い 当っ た . 植物 で は クロ ー バ ー や 月 見 草 が 渡来 種 で ある の だ か ら , 普通 で ある と いう と と は は, 
古い 昔 か ら あ っ た と いう 証拠 (は な ら な い . 今日 アメ リカ 各地 の キャ ベツ 畑 を 荒し て いる モン シロ チョ ウ 
が , 北ア メリ カ に 入っ た の は , わずか 100 年 くら い 前 の と と , オー スト ラリ ア に 入っ た の は ほん の 30 数 年 
前 に すぎ な いと と , も 考え 合わ せ て 見 る 必要 が あろ う . 

モン シロ チョ ウ が 始め て 北ア メリ カ で 採集 され た 記録 は , 1860 年 カナ ダ の ケベック で 鳥獣 刻 製 商 ウ ィ リ 
アム ・ ク ー パ ー が 数 頭 採集 し た も の で , お そら くそ れ よ り 数 年 前 に ヨー ロッ パ か ら 輸 入 さ れ た キャ ベツ と と 
も に , た っ た 1 頭 の 交尾 済 の * ゃ が 渡来 し た た め と いわ れ て いる . 1864 年 セン ト ・ ロ ー レ ンス 河北 岸 を マレ 
ー・ ベ ー に 拡がり , 1865 年 に は 合衆国 の メイ ン 州 に 入り , 1868 年 に は ニュ ー ヨ ー ク に 現われ , 1880 年 に は 
既に 大 陸 深 さく カン サス を 達し , 1884 年 ミゾ リー の 上 流 を 侵す と 見 る 間 に , 1886 年 に は コロ ラド 州 の デン バ 
ー を 過ぎ , つい は に 1890 年 代 , 太平 洋 岸 に 到着 し た . ホー ラン ド は 1898 年 , バタ フラ イ ・ ブ ッ ク の 中 で , 
“ 太 西洋 か ら 太 平 洋 に 到 る すべ て の キャ ベツ 畑 は , 今や この モン シロ チョ ウ に 占領 され て し まっ た "と 記し 
て いる . モン シロ チョ ウ の 北ア メリ カ 侵 入 に よっ て 大 打撃 を 受け た の は , も ちろ ん キャ ベツ 畑 の 持 主 で ある 
が , と ば っ ちり を 受け た の は , 先住 の エゾ スジ グロ チョ ウ と , アメ リカ モン シロ チョ ウ Pieris protodice で 
ある . と の 2 種 は 当時 太 西洋 岸 諸 地 方 で , 現在 より は る か に 優勢 で , 広い 地域 に わた っ て 分 布 し て いた . ス 
カ ダ ー は 1857 年 頃 に は , エゾ スジ グロ チョ ウ は マサ チュ セッ ツ 州 の ケン ブリ ッ ジ 大 学 構内 に 群 っ て いた と 
記し て いる の に , 現在 で は 遠く バー クシ ャ まで 遠征 し な けれ ば 採集 で き な い . そし て 発生 地 が せ ば め ら れる 
と 同時 に , 習性 まで 変わ っ て , 森 の 中 の 野生 植物 に 退却 し , きわ め て 弱気 に な っ て し まっ た . アメ リカ モン 
シロ チョ ツウ も 同様 で , 内 陸 深 く 追 い 込 まれ 音 日 の お も か げ は な い . と れ に 反し て モン シロ チョ ウ は 畑 の 作物 
の みな ら ず , 森林 の ちょ っ と し た 伐採 跡 に も 繁殖 する よう に な っ た . 

と の よう に モン シロ チョ ツウ が 他 の 2 種 の 同属 を 駆逐 し た の は , 一 口 に いえ ば 生命 力 の 強 さ で ある が , な お 
2, 8 の 細か い 所 説 を 拾っ て みよ う . いずれ は 近代 的 な 生態 学 の ライ ト を あて て 吟味 し て みる 必要 の ある と 
と で ある . ある 説 に よる と , アメ リカ モン シロ チョ ウ の 幼虫 は , 食 草 の 外側 の 葉 だ け を 好む . それ だ か ら 何 
所 で も 好き 嫌い な く 食 べ る モン シロ チョ ウ と , と う て い 太刀 打ち は で き な い の だ と いう . また ある 説 に よる 
と , モン シロ チョ ウ (C は 1883 年 ライ リー が ヨー ロッ パ か ら 輸 入 し た アオ ムシ コマ ユ バ チ 等 の 天敵 が いる が , 
と れ ら の ヤ ド リ バチ は も ちろ ん モン シロ チョ ツウ を 倒す が , 数 の 多い モン シロ チョ ウ か ら 出 る 数 の 多い ヤ ド リ 

















NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


ly 冊 と 虐 TYO TO GA (Trans. Lep. Soc. Jap.) Vol.20, No. 3 & 4 1969 





バチ が , 他 の 2 種 の シロ チョ ウ を 巻き で えにし て 倒す 割合 が 徹底 し て いる の だ と いう . ある 意味 で コマ ユ バ 
チ は モン シロ チョ ウ の た め K 領 地 を 拡張 し て くれ て いる わけ で ある . 

さて 日 本 で は モン シロ チョ ウ と スジ グロ チョ ウ の 関係 が 目 に つく . モン シロ チョ ウ が 畑 の チョ ウ で , スジ 
| グロ チョ ウ が 山地 の チョ ウ で ある と いう 一 般 論 が , 採集 経験 上 成立 つが , 高橋 真弓 氏 が 調べ た と と ろ に よる 
と , モン シロ と スジ グロ 合計 に 対す る モン シロ の 占め る 割合 は , 三箇 所 の 耕地 で それ ぞ れ 95, 84, 100 め め , 
二 箇 所 の 林 側 お よび 一 箇所 の 林内 で それ ぞ れ 26, 44, 7 で あっ た (モン シロ チョ ウ と スジ グロ チョ ウ の 
棲み わけ に つい て の 小 観察 , 駿河 の 昆虫 22 号 , 556~562 頁 , 1959). も ちろ ん 高橋 氏 は と れ で 結論 を 急い 
で いる わけ で は な い の で , 私 が 勝手 に 自分 の 経験 的 結論 の 裏づけ に 利用 し た も の に すぎ な い が , よく 大 勢 を 
示す 数 字 で ある . 

一 方 , 長谷 川 仁氏 ( 新 昆 虫 11 巻 4 月 号 39 頁 , 1958) は 1 頭 の スジ グロ チョ ウ を 追う 数 百 の モン シロ チョ 
ウ の と と を 報告 し て , “私 の 推定 に 誤り が な けれ ば , こと れ は まさ し く モ ン シ ロ が スジ グロ を 畑 の 外 に 追い 出 
そう と し て いる の で ある . その 畑 ( 都 下 久留 米村 の キャ ベツ 畑 ) は 2 反 歩 ば か り で 3 方 雑木 本 で か と まれ て 
いた か ら , 追う モン シロ の 大 群 は , ちょ うど 英機 に 執 益 に 食い 下る 戦闘 機 の よう に 見 えた "” と 書い て お られ 
る . と れ は 近 米 に な い 大 ヒッ ト 的 報告 で ある と 思っ て いた と と ろ 同 年 12 月 号 の 新 昆 虫 ム シン ペン 欄 , 三重 
県 の 鳩 岡 婦 哉 氏 が 同様 の 報告 を 2 例示 され た . よく 気 を つけ て 見 れ ば 何 所 で も 見 られ る も の か も る 知れ な い . 
と うな っ て くる と モン シロ と スジ グロ は , すみ わけ な ど と いう , な まや さ し い 静態 的 (? ) な も の で は な く 
, 正 に 強 種 が 弱 種 を 駆逐 し つつ ある 一 断面 で は な いか と いう こと こと も いえ そう で ある . 長谷 川 氏 も 最後 に “ い 
いか えれ ば モン シロ の み が 畑 の 栽培 植物 を 独占 し て , 日 本 の 最も 普通 種 に な っ た いき さ つ を ぜひ 究明 し て い 
た だ きた いと 念願 し て いる "と 書い て お られ る . 

さて , モン シロ チョ ウ と いう 名 は 同氏 に よれ ば , 明治 15 年 (1882) 頃 始 め て つか われ た も の と な っ て いる 
が , モン シロ 自体 は いつ 頃 か ら わ が 国 に 登場 し た も の で あろ う . BorspuvAr が czzcpor@ と 命名 し た の 
は 天保 7 年 〈1886) で , 日 本 で と れ た チョ ウ に 命名 され た 種 の 小 名 と し て は , 1782 年 の クロ アゲ ハ , 1824 年 
の ナガ サキ アゲ ハ , ルリ タテ ハ に つい で 第 4 番目 で , ジャ コウ アゲ ハ と タイ 記録 で ある . 標本 と し て 古い も 
の は , 合 葉 文 山 (1797~1857) が と っ て 昭和 16 年 頃 まで 香川 県 療 通 寺 に 現存 し て いた も の が , お そら く 最 
も 古い も の で あろ う . 武蔵 石 寿 の 標本 の 中 に ある と し て も , と れ は 大 保 年 間 (1830~1840) の も の で ある か 
ら , いずれ も BorspuvAr の 命名 年 代 と ほぼ 同じ 頃 で ある . 絵画 と し て 残っ て いる も の は , お そら く 円 山 
応挙 の も の が 最 古 で , 制作 は 安永 内 申 即 ち 1776 年 と 思わ れる . さら に 文献 の 上 で は いか が で ある うか , と 
れ は モン シロ チョ ウ と いう 名 称 が 明治 年 間 に つ いた と と で も あり , は っ きり 同定 する の は , な か な か 困難 と 
思わ れる . 一 方 モン シロ チョ ウ の 好物 の キャ ベツ が , わが 国 に 入っ た の は 明治 初 年 と いわ れ て いる が , ダイ 
コン は 1500 年 ほど 前 中 国 ・ 朝 鮮 を 経て 既に 渡来 し て いた . アブ ラナ の 方 は いつ 頃 か ら あ っ た も の か , 日 本 
種 の Brassica rapa SSD. は 非常 に 古い も の と 思わ れる . 結局 , いま 私 の 手許 で 知り 得る 日 本 の モン シロ チ 
ョ ウ の 最 古 の 記録 は , 円 山 応挙 が 1776 年 に か き の と し た 絵 と いう と と に な る が , それ より どの くら いさ か 
の ば る と と が で きる で あろ うか . 












































ま え が き 

Pieris rapae cruciyora BOISDUVAL 1836 に , モン シロ チョ ウ と いう 和 名 が つい た の は , 明治 に な っ て か ら で 
ある . それ 以前 の 時 代 に , と の 蝶 は , どの よう に 記録 され て いた だ る うか. 1. 成虫 の 呼称 IL. 絵画 に あら われ 
た 成虫 皿 . 食 草 IV. 幼虫 に 区 分 し , 古 記 録 の 調査 を と と ろ み , 議 者 の 叱 正 を と うと と に し た . 

と の 小 考 に 引用 し て いる 中 国 古 典 の 昆虫 ・ 植 物 と , 日 本 産 と の 種 ・ 正 種 の 相違 を 精査 する と と は , 論外 と し た . 

つね に 懇 筐 な ご ど 教導 を いた だ く 農 業 技術 研究 所 , 長谷 川 仁 先生 に , あつ く 御 礼 を 申し あげ , また , と の 考証 の た 
め に 巻頭 言 と , ど 鞭 達 を た まわ っ た :, 日 本 鱗 頑 学会 会 長 , 毅 瀬 太郎 先生 に 深く 謝意 を 表し ます . 
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I. 成虫 の 呼称 


1 素 蝶 ( 紀 朝 臣 麻 品 , 701~705) 
わが 国 証 代 人 が も っ て いた 蝶 の 知識 の 背景 に は , 古代 中 国文 化 の 影響 を , すく な か ら ず うけ て いた の で あっ て , 


わ が 国 の 古代 人 の 作っ た 漢詩 に , Pieris を 「 素 蝶 ] と いう 語 で 詠 じ た も の が ある . 「 素 (て S 0) は 上 呉 ・ 唐 ・ 渓 首 
で , 「 も と の まま 」 と の 意 で ある が , 白地 の 意 を 派生 し , 平安 期末 成立 の 『 類 





























衆 名 義 抄 』 や , 室町 期 は じ め 書 写 の 『 平 他 字 頻 抄 』 て 上, 光彩 ) に , 「 シ ロ シ 」 | し O 祥 内 が 
の 訓読 を 残し て いる . し た が っ て ,「 素 蝶 ] は 白い 蝶 の 義 で ある . 中 国 の 詩文 - 生ま 本 衝 正 
に その 用 例 を た ず ね る と , 染 の 劉 孝 線 (481~539) が , 「 素 蝶 を 詠 ず ] と 題し 邊 乾 埋 天 意 心 党 圭三 | 
た も の , また , 北魏 の 温子 昇 て ? 一 547) が ,「 花 蝶 を 詠 ず ] と 題し て ,「 素 映 , 0 人 i 全 
林 に 問い て 飛ぶ 」 な ど と , 前 詠 し た も の が あり , わが 国 で は , 最 古 の 漢詩 集 で 1 氏 一 前 械 。 先 斉 納 
ある 「『 懐 風 深 』 (天平 内 宝 3 年 成立 , 751) に , 正三 位 大 納 言 紀 朝 臣 麻 呈 (正三 | 族 。 首 キ 孝夫 雪 す | 
位 大 納 言 に な っ た の は 大 宝 元 年 , 701 で あっ た . 慶寺 2 年 殆 , 705) が , 「 階 梅 , 措 RM 夫 青 | 
素 暴 を 聞 わし め 」 と 閑 吟 し ( 図 1 う , お な じ く 漢詩 集 の 『 経 国 集 』 ( 天 長 4 年 ま / 医 式 邊 | 
序 , 827) に は 滋 貞 主 が , 「 素 蝶 , 較 玉 と し て 廻る を 催 ず 」 と 詠 陰 し て いる . 千 重 、 人 | 

2 野里 ( 源 順 , 934) も | 
“ 源 順 (911 一 983) の 『 修 名 類 衆 欠 』( 承 平 4 年 頃 成立 , 934) に , 「 兼 名 苑 に に: 畑 | 届 考 首 | 
いう . 峡 媒 の 一 名 は 野 媛 . 形 は 央 に 似 て 色白 きも の な り .」 (下総 本 ・ 元 刊 1 "4 し | 
本 ) と ある 「 野 議 」 の 語 に つい て, 考え て みよ う ( 図 2). 0 導 代 。 | 


一 体 , 古代 の 漢語 や 国語 の さす 蝶 と 越 の 識別 範囲 は , 現代 に いう 蝶 亜 目 の 蝶 図 1 『 懐 風 藻 』 上田 秋成 正 
と , 時 亜 上 月 の 上 潤 を あら わす 語 と は , や や , 異な っ て , 両者 の 区 分 範囲 の 寛容 性 害 政 5 年 (1793) 刊本 
が 大 きい と と は , よく 知 られ て いる . わが 国 平安 期末 に 成立 し た 『 類 衆 名 義 





























抄 』 (東寺 観 和 院 本 ) に , 「 競 」 の 字 を 注 し て ,「 里 映 昌 類 カ ハ ヒ ラコ ュ 」 と あり , 答 終 民 虹 義 | 
「 漁 操 は 法 類 な り 」, また は , 「 學 嫌 と 暖 類 を カ ハ ヒ ラコ と 呼ぶ 」 の 意 で あろ う . ” ー 2 
[ 峡 貼 」 の 本 来 の 語義 は , 蝶 の 総 名 で あり , 現代 ,。 タテ ハチ ョ ウ の 科 , 亜 科 とれ ルチル も 1 
竹 の 和 名 。「 才 便 」 の 洪 字 を あて る の は 誤り で ある -) つい で 平 安 期末 成 次 苑 訪 豆 押 注 各 豆 
立 し 銚 人 時 代 に 培 袖 され た 「 全 波 字 拓 抄 10 佐 本 ) 比 部 , 動物 に は ,「 直 奈 半 祭 AA 
老化 作 飛躍 て カイ コ の 成虫 の 意 ) 過 蝶 同 」 と あり , 類 と 財 蝶 を 同義 と し , ヒヒ 内 時 交信 
ル と 読ま せ て お り ,『 本 草 綱 目 』 (中 国 の 本 草書 初版 , 1596) 其 台 の 条 に K, 「 虹 多久 和洋 x を 名 攻 昭 
は 帳 類 な り 、 大 な る を 蝶 と いい , 小 な る を 幅 と いう .」 と ある 冊 湯 の 見 解 に 先 t の MY1 
戦 し て いる . 8 野 尺 る | 
その 反面 。 や は り 。 古 代 か ら 映 と 時 の 説 列 と 対す る 知見 も 。 ずっ と 累積 きれ 赤 間 病 また 


和 
て お り , 澤 類 が 夜間 灯火 に あつ まる 特性 を 熱 知 し た 結果 , 火 虫 (『 日 本 書 息 』・ 43 





BA 








『 万 葉 集 め , 火 取 虫 『 秋 日 本 紀 」, 粒 峨 人 f 令 義 解 』 序文 ・『 本 朝 文 粋 , 夕 戦 


時 図 2 『 俊 名 類 衆 紗 」 慶安 元 
(『 令 義 解 』 序文 ) な ど と , 名 づけ て いる の が み ら れ , 日 中 , 野外 で 活発 に 行動 年 1648) 刊本 


する 習性 を も つ 白 い 蝶 を , 「 野 潤 」 と 呼称 し ,, それ ら と は 区 別して いた . 白地 
の シャ ク ガ に は 昼間 飛 北 す る も の も ある けれ ど , 「 形 は 時 記 似 て 色白 きも の な り .」 は , 主として Pieris を 指し て 




















いる も の で あろ う . 

と と ろ で , | 形 は 里 に 似 て 色白 きも の な り .」 が 源 順 (10 世紀 ) の 創 説 で な いと と は , 狩 谷 概 斎 (1775 一 1885) 
も ,『 箋 往 修 名 類 衆 抄 』 (文政 10 年 稿 , 1827, 明治 16 年 刊 , 1883) に の べ て お り , 『 兼 名 苑 』 (中 国 古典 , 失わ れ で て 
現存 し な い ) の 原 注 を 流用 し た も の で あろ うと し て いる . 3 世紀 末 に 西 音 (中国) の 種 前 の 所 し た 『 古 今 注 』(〈 図 
3 ) に は , 「 因 蝶 の 一 名 は 野 蜂 . 一 名 を 風 蝶 . 江東 に て と れ を 擁 木 とこ いう. 色白 く 背 青き も の 走 な り .」(『 初 学 記 』 
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所 引 ) と , お そら く 『 兼 名 苑 』 に 類似 し て いた で あろ うと 思わ れる 記載 が あ 











































































名 者) 筐 名 」 者 4 晴 三 [ 五 |] 枯 i . 20 
rib Na 3 り , 源 順 は , AN IO SN 
| | | | 多利 | る 414 。。 さて 「 野 堪 ] の 語 の 用 例 で ある が , わが 国 で は , 『 色 葉 和 
[人 MM 前 を 名 』 を 補 訂 , 鎌倉 初期 成立 , 10 巻 本 , 天 , 動物 ) に ,「 野 越 . 形 は 昌 に 似 て 色 
本 交 | | 傘 | 者 一 | 者 | 貞一 | 白き な り .」 と あり ,『 温 族 知 新書 (区 明 16 年 成立 。 1484, 下巻) 
| 半日 | に 「 秋 嬢 . 蝶 と 似 て 色白 し .」 と ある .「 伊 加 波 学 類 紗 」 の 「 野 映 」 は ,「 侯 名 
基 Fo | が | 0 の 影響 を うけ , 『 温 故 知 新書 』 の 「 野 嬢 ] は, 『 新 欄 字 便 』( 夫 年間 
剛 ! 色 | 東 | 赤 者 | 青 | 名 | 時 上 | 成立 , 898~901) た, 「 越 . 本 我 反 ( 反 切 と いう . 古代 の 中 国 や 日 本 で は , 字 
! NF 9 市 缶 相 | 音 を あら わす た め , 他 の 平易 な 2 字 を も っ て する . すなわち , は じ め の 字 の 声 
| 和 1 4 第 | と 次 の 字 の 調 と を 合わ せ て 一 昔 を つく る ) 帳 な り 、 洋 な り 、 安 利 . また , 比 
| 5 色 | | 名 | 】 給 届 多 | 上 比 殺 .」 と よみ える よう に , 明 の 一 音 を 「 ギ 」, 戦 の 字義 も , 嬢 に 通じ る と と か 
」 導 | | 寺 生 者 太 上 | ら , 娘 の 字 を , 里 区 置き か えて 通用 を みた も の で は な か っ た か 上記 の 『 十 人 
| 記 | 」ー| 炊 | | 大 刺 | 注 」 の 「 捧 木 ] の 名 は , 擁 末 『 大 平 御覧 』・『 初 学 記 』 宋 本 ・『 湯 赴 類 面 』・『 古 














今 図書 集成 』・『 百 子 全書 D, 持 光 『 蘇 氏 演義 )) な ど と も 書か れ て お もり, 書写 
の 誤り に 起因 し た も の と み ら れ る . 

和漢 諸 説 の 類 衆 書 『 古 今 要 覧 稿 』 (屋代 弘 賢 総 判 ) 天保 13 年 成立 , 1842) は 
巻 第 554, 虫 介 部 に ,『 卓 氏 藻 林 』 中 国 の 卓 激 再 著 , 万 歴 記 辰 序 , 1580) の 本 文 を か か げ , 

「 接 (ずる) に , と と に 后 木 に 作る は 誤 れ り . 古今 注 ・ 本 草 綱目 ・ 其 (の ) 他 諸 書 , 振 末 に 作る に よれ ば , 木 は 末 
な る 事 著 明 な れ ば , た また ま 車 氏 の 失 作 と し られ た り .」 (国書 刊行 会 本 ) 

と する が ,『 卓 氏 藻 林 』 の 「 捧 木 』 は ,『 初 学 記 』 を 出典 と し た も の で , 依拠 し た テキ スト の 相 倍 に 他 な ら な い . ま 
た ,『 本 草 綱目 』 巻 40, 虫 部 , 峡 由 の 条 に は , 「 古 今 注 に 橘 密 械 に 化す と いう .」 と ある ば か り で ,「 捧 末 」 の 文字 は 

な いか ら , と これ ら は 『 古 今 要覧 稿 』 の 錯誤 と みた い . 

『 古 今 注 』 に は 「 風 蝶 」 と いう 語 も みえ て いる か ら , 擁 木 ( 振 末 ・ 植 末 ・ 捧 電 〕 の 語 と と も に , ふる くわ が 国 に 
舶 埋 され た けれ ど , 国語 化し な か っ た も の で , 『 僕 名 類 衆 償 』 を は じ め , 鎌倉 期 ・ 室 町 期 ・ 江 戸 期 の 宇 書類 に も 通 
用 し た 形跡 は な い . 

狩人 枚 斉 は 『 葬 注 俊 名 類 衆 抄 』 送 8 鳳 車 ( 鳳 蝶 ア ゲハ チョ ウ 属 ) の 条 に お いて , 『 古 今 注 』」 に ある 「 風 蝶 」 の 
文字 は ,「 息 蝶 の 誤り だ と し て いる が , 中 国 で は , 染 の 簡 文帝 や 杜 南 の 詩 に 活用 例 が ある か ら , けっ し て ,「 風 」 
は 「 軒 」 の 誤字 で は な い の で ある . 

3 粉 虐 

粉 冊 の 呼称 は , 鎌倉 期末 に 成立 し た 『 帝 王 編 年 記 』 に 初出 し て いる . 同書 巻 第 22, 高倉 院 御 宝 に 

「 治 承 二 年 (1178) 成 成 八 月 . 鶴山 坂本 に 粉 冊 十 の 如く 降る . 高雄 寺 魔 滅 の 時 か く の ど と し .」 と ある . 粉 嘩 の 
呼称 は , 8 世紀 頃 か ら の 中 国 の 詩文 み ら れる . 時 代 は くだ っ て , 松岡 玄 達 の 博物 学 後 弥 者 。 小野 開山 (1729 一 
1810) は ,「 粉 典 」 を 自 い 蝶 類 と 解 し た . その 講義 録 ,『 本 草 綱 目 紀 問 』 に 「 白 を 粉 媒 」,『 本 草 綱目 訳 説 】 に は 「 自 
色 な る を 接 蝶 ] と な し ,『 本 草 綱目 啓蒙 』 (第 1 版 , 享 和 3 年 1808 一 文化 3 年刊 1806. 第 2 版 。 文化 8 年 刊 , 1811. 
第 8 版 , 弘 化 元 年 刊 ,1844. 第 4 版 , 弘 化 4 年刊 。1847) は , 「 色 白き 者 を 粉 嘩 と 云う 」 と の べた . 蘭 山 の いう 粉 
蝶 の 呼称 は , 中 国 福 建 省 泉 州 地方 志 で ある 『 泉 州 府 志 』 (万 暦 40 年 , 1612, と 彰 隆 28 年 , 1763 の 2 書 あ り ) を 典 
拠 に し た の で ある . 

小野 開山 の 孫 , 小野 薄 敵 の あら わし た 『 芳 斎 虫 譜 』 や , 蘭 山 を 帥 と し た 山本 亡 羊 (1778 一 1859) の 『 亡 羊 本 草 記 
聞 』 も 同 説 で あり , 水谷 豊 文 と 林 清 達 共著 の 『 物 品 識名 』 (文化 6 年 刊 , 1809) に も , 「 粉 嘩 , 白色 の て ふ 」 と みえ 
る . 

4 は ね の 「 お も お しろい 」 〈 里 謡 の 形容 , 1763) 

江戸 時 代 の 歌謡 類 に 「 お し ろ い | の は ね と うた われ て いる も の は , Pieris を さして いる と 思わ れる . [お し ろ 
い 」 の よう 白い 鱗粉 の ある 蝶 の 意 に よる . 刊行 され た 歌謡 書 に み ら れ る も の は つぎ の と お り で ある . 


図 3 『 古 今 注 』 定 
1749) 和 刻 本 
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1969 蝶 と 時 TYO TO GA (Trans. Lep. Soc. Jap.) Vol.20, No. 3 & 4 — 77 一 
ーーーーー ニ ーーーーー ニ ーーー ニーーー ニ ーーーー ニ ーー ーー ニー ニー ニー ニー ニニ ニー ニー ニー ニニ ニニ ニレ に に レー ニャ エニ ーー ュー 
| ちら ちら ちら , 花壇 の 蝶 の お し ろ い も 羽 に 残し て , 草 が くれ 」 上 方 唄 『 春 富士 都 錦 』( 宝 暦 13 年 刊 , 1763) 所 
収 の 「 初 桜 浅間 狼 」 
| ちら ちら ちら , 花壇 の 蝶 の 白粉 も 草 に 残し て , きえ ぎえ と 」 明和 ・ 次 政 頃 の 常盤 津 , 富 本 節 『 桜 草 集 』 所 収 の 
id 

「 花壇 に 飛 と ふ 秋 の 蝶 , 手 に ちと られ ず , ちら ちら ちら , 風 に 乱 る る 白粉 も は ね に 残し て , 草 が くれ 」 富 本 節 『 桜 
草 集 』 所収 の 「 基 備 浅 間 織 」」 お よび , 清 元 『 柏 葉 集 』 所 収 の 「 初 城 浅間 弧 」 (天保 5 年 初演 , 184). 

「 蝶 の 異 の 白 机 も , 派出 に 浮 名 の 花 よ り 花 に 」『 新 編 江戸 長唄 集 』 所収 の 「 か み ま つ り し し の ひき も の 」 (文化 14 
年 初演 , 1817).、 な ど と うた われ , し た し まれ て きた の で あっ た . 

な お , 俳 讃 の 季語 と し て , 江戸 時 代 の 俳 計 作 法 書 『 手 挑 灯 』( 桐 湯 貞 山 著 , 延 享 2 年 中, 1745) 2 月 の 項 に は , 
「 白 蝶 ] の 名 が みえ て いる . 

5 曰 蝶 の 大 群 

し か し 一 方 , 白 蝶 の 群 飛 の 十 娘 献 を 吟味 し て みる と , チョ ウ で は な く カ ゲロ ウ Ephemeroptera を 意味 し た も の 
が 多い の で 注意 を 要する . すなわち , わが 国 に お ける 白 蝶 の 大 群 の 記録 を 列記 する と , 

「 野 史 』( 落 水 4 年 序 , 1851) の 寛永 元 年 (1624) 6 月 15 日 の 条 に , 

「 太 記 読 . 白 蝶 数 方, 伏見 稲荷 に 群集 す . 飛び て 五条 橋上 に 至る . 日 の 出る まで に 飛散 す . 考 亮 記 ] と あり , 丸 
山元 純 の 『 越 後 名 寄 』 ( 宝 暦 6 年 自 序 , 1756) 巻 25, 時 帳 の 条 に は , 

| 形 論 賊 に 似 て 白く , 大 ( き ) さ 六 七 分 , 六 七 月 頃 , 川上 二 三 尺 許 を 数 町 続 ( い ) て 飛行 す . 一 時 ば か り に し て 
ー も 残ら ず 皆 死 し て , 水上 に 落 つ . 夕 を 待た ず と 古人 の 云 ( え ) る むべ な る 哉 .」 と あり , 鈴木 牧 之 の 『 北 越 雪 譜 』 
(天保 6 年刊 , 1835) | 渋 海川 さか べつ た う 」 の 条 に は 。, 

[春の 彼岸 の 頃 , 幾 百 万 の 白 蝶 , 水面 より 二 三 尺 は な れ て , 羽 も すれ あう ば か り 群 ( れ ) た る が , …… 其 (の ) 
冊 の 形 は 粒 織 ほど に て 白 早 な り .」| と あり , 赤松 宗 且 の 『 利 根 川 図 志 』 (安政 2 年 刊 , 1855) 巻 1 , 物産 の 条 に は ,。 
「 白 劇 移し く 群 し , 上 流 に 向い て 飛ぶ . 日 出 で て 後 , 死 し 落ち て 水面 布 の 加 し , …… その 形 蝶 に 似 て 身長 六 七 分 , 
頭 は 二 白 疾 あ り , 長 ( さ ) 五 六 分 , 尾 に 二 毛 あ り , 長 ( さ ) 一 寸 二 三 分 , 羽 左 右 丼 せ て 一 寸 許 , 白色 。…… 」 と あ 
り , 図 を 載せ て いる . 六 藤 幸 成 の 『 武 江 年 表 』 巻 10, 万 延 元 年 (1860) 6 月 の 条 に よれ ば , 

「 星 日 , 本 所 監 川 通 ( り ) に 数 万 の 白 蝶 群 (が) り 来 り , 水面 に 浮 び 或 は 舞う . あ だ か も 雪 の 如 し , その 内 五 ツ 


目 辺 其 し かり し と ぞ .」 な ど と ある 諸 記 録 は 。 いずれ も その 人 性状 か ら み て , カゲ ロウ 類 と する の が 正しい よう で あ 
る . 























カゲ ロッ ウツ 類 は 古く 『 人 短 名 類 徐 鈴 』 里 の 条 に 記述 され て いる が , 密 町 期 に 月 村 齋 宗 在 が 作っ た 歌 語 辞書 『 藻 塩 草 』 
巻 12 に, 「 欠 , ひ を むし 」 を 説明 し て , 

「 且 に 生 し て 夕 に 死 (すう と 云 ( え ) り 0. し ろ き て ふ の や う 也 .」 と いっ て お り , 後世 に な っ て , 貝原 益軒 (1630 
ー1714) は 『 大 和 本 草 』 (宝永 7 年刊 , 1709) 巻 14。 遇 身 の 条 に お いて , 『 本 草 綱目 』 記 付録 の 時 英 ] の 条 と 」 
「 藻 塩 草 』 の 記事 と を 比較 考察 し て , [時 珍 云う ある い は 日 く 野 映 は 水虫 な り . 状 は 論 敗 に 似 て 朝生 じ て 夕 K 死 
す . と れ , 深 塩 莉 に いえ る 白き 蝶 の よう な り と 一 物 な る べし .」 と いい , 蝶 に 紛 う 央 の 正体 を , カゲ ロウ な り と 喝 
破 し て いる . 

Pieris の 呼称 は 以上 に みて きた よう に , 文 辞 用 の 「 素 蝶 」・[ 野 明 」・[「 粉 媒 ] と いう 漢語 や , 室町 期 の 「 し ろ き て 
る 」 (月 村 齋 宗 傾 ), 江戸 時 代 歌謡 の は ね の 「 お し ろ い 」 本 草 博物 学者 の 呼称 し て いた も の で は , 「 白 」・「 白 色 な 
る 」・「 色 白き 者 」 (以上 , 小野 蘭 山 )・「 白 色 の て ふ 」 (水谷 豊 文 ・ 林 清 達 ) の は か, 「 白 色 な る 者 」 (寺島 良 安 , 『 和 
漢 三 オ 図 会 正徳 3 年 判 , 1713 う ・「 今 名 , 白き て う 」( 蜂 田 吾 出 ,『 古 名 録 」 天保 14 年 序 , 1843) ・ 折 の 小 北 」 CN 
塩 五朗 1831 一 1894,。 の 『 尋 議 』 後 出 ) な ど が 知ら れる . いずれ も , は ね の 人 色 の 自 さ を 形容 し て お り , あき ら か に 
他 科 の 蝶 と 識別 し て いた の で ある . 








I. 絵画 に あら われ た も の 





最初 に Pieris を 図示 し た 本 草 博 物 書 は , 『 本 草 綱目 』 初版 金陵 本 (万 暦 24 年 刊 , 1596) で ある ろう か. その 中 部 
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卵生 類 下 の 付図 に えがい た 野 蝶 は , 稚 抽 で ある が Zieris の 趣き を 伝え て いる . その 後に 刊行 の 『 本 草 網 目 』 (第 
3 版 の 銭 衛 版 , 崇 袖 13 年 刊 , 1640 以降 ? ) で は , 属 名 が 判然 と し な 
いま で に か きか えら れ だ た . と と 示す 図 4 は, 承 応 2 年 (1653) 和 
刻 の 『 江 西本 草 綱目 』 の も の で ある が , と れ に 続く 日 本 版 の 『 新 刊本 
草 綱 目 』 ( 祭 字 本 と も , 1669) や , 『 校 正本 草 綱 目 』 (内原 本 と も , 
1672) の 図 は , と の 承 応 2 年 和 刻 の 図 と と と な り , 中 国 の 第 3 版 以降 
C?) の 図 に し た が っ て いる . 
わが 国 の 刊本 で は , 『 和 漢 三 才 図 会 』 (寺島 良 安 著 , 正徳 年刊, 
1713) に , Pieris の 図 が 初出 し て いる ( 図 5).『 和 漢 三才 図 会 』 の 昆 
図 4 Peiris の 図 ,『 江 西本 草 網目 』 虫 図 は , 先行 の 『 訓 杜 図 集 』 (中村 慢 痛 著 , 宮 文 6 年 刊 , 1666) より 
承 応 2 年 (1653) 和 刻 本 借 図 する も の が 此 る 多い が , と の Pieris の 図 は ,『 訓 蒙 図 貢 』 か ら 採 
り も ちい た も の で は な く , 本 草 網目 』 初版 金陵 本 , ある い は , と れ 
を 角 刻 し た 和 刻 本 の 図 が , 素地 と な っ た と 思わ れる . 図 4 と 図 5 の いずれ も は , 
前 超 期 頂 付 近 の 黒色 部 を 欠如 , 『 本 章 綱目 』 の 方 ( 図 4) は , きわ め て 前 縁 に 
接近 し て , 右 郊 に 3 個 , 左門 に 2 個 の 黒 紋 を 描き ,『 和 漢 三才 図 会 』 ( 図 5) で 
は , 前 次 中 央 より 外 方 寄り に , 2 個 の 黒 紋 を 位置 せしめ , 後 交 後 半 の 黒 条 を 描 
いて いる の は , スジ グロ シロ チョ ウ で あろ うか . 『 和 洪 三 才 図 会 』 の 図 は , 後 
世に な っ て ,『 陸 氏 草 木 世 解 』 〈 淵 在 寛 著 , 安永 8 年 判 , 1779) に 模 刻 され た 
( 図 6). 
江戸 時 代 の 本 草 博物 家 の か き 残 し た 虫 譜 類 に は , Pieris を 活写 し た も の が あ 
る . 幕府 の 医学 館 に 本 草 を 講じ , 画 技 に すぐ れ た 栗本 丹 洲 (1756 一 1834) の 
-~ 『 千 昌 譜 』( 服 部 雪 斎 写 , 文化 8 年 序 , 1811) は , モン シロ チョ ウ は 描か れ て 
ーー ーーー ON Rn 
と ら え られ た 図 が みえ る . 尾張 名 古屋 の 本 草 家 , 小塩 五郎 (小塩 三 居 巣 と 号 
9 日 RR 
C1713) 刊本 ( 図 7) と , スジ グロ シロ チョ ウ 12 ( 図 8) を 描い て いる . 
本 草 博 物 家 の ほか に , お お く の 画 家 た ち は , Pieris と お ば し きも の を 画 い て 
いる . その 場合 , Pieris で ある と と は わか っ て も , モン シロ チョ ウ か スジ グロ 
: シロ チョ ウ で ある か を 判定 する と と は , な か な か むつ か し い . 川 祐 信 (1671 
。。。  。 . 」 一 751) の , [絵本 真 高 が 原 』 ( 元 区 6 年 序 , 1741. 宝 歴 9 年 判 , 1759. 3 導 3 
に - 同 ) は , 府民 生活 呆 境 神 に 溶け て ん だ 昆虫 類 の 生態 尺 し 集 で あり , 子供 を 抱い 
た 若い 婦人 が , 団扇 で Pzeris を 追う て いる ( 図 9). 前 閉 の 2 黒 紋 は 終 に な ら 
び , 翔 脈 が みえ る . 
有名 な 円 山 応挙 の 写生 由 (明和 7 年 か ら 安永 5 年 項 の 成立 , 1770~1776) の 
も の は , モン シロ チョ ウ 8 頭 を か ぞ え (スジ グロ シロ チョ ウ は 1 頭 も な いう ), 
4 頭 は 表面 , 残り 4 頭 は 裏面 を か いて いる . 
喜多 川 歌 磨 (1758 一 1806) の 『 絵 本 虫 撰 』 (天明 7 年 刊 , 1787) 上 巻 に は , 
し ケシ の 花 上 に , トン ボ 1 種 と 白 蝶 1 種 2 頭 を 配 し , 1 頭 は 求 客 し , 1 頭 は 飛 凌 
図 6 Pieris の 図 , 『 陸 氏 草 し て お り , その 版画 は 精彩 な 色調 を は と っ て い る. 前 次 黒 紋 列 の 捕 写 が , 不 











































































































木 踊 解 』 安永 8 年 明 典 で あ る た め , モン シロ チョ ウ か スジ グロ シロ チョ ウ か 区 別 を つけ が た 
(1779) 刊本 
( い 。 
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図 7 モン シロ チョ ッ 夏 弄 $ 」 - 図 9 Pieris を 追う (部 分 ), 『 絵 本 
小塩 五郎 媒 譜 』 図 5 スジ グロ シロ チョ ウ 自 真 葛 が 原 』 宝 暦 9 年 (1759) 刊 
国会 図書 館 蔵 (長谷 川 因 『 小 日 五郎 蝶 詳 』 本 
仁 先生 撮影 ) 国会 図書 館 蔵 

(長谷 川 仁 先生 撮影) 





な お , 参考 的 な 資料 で ある が , 前 波 鉄也 氏 の ご 教示 に よれ ば , 陣 岐 国分 寺 
に , 牡丹 に 三 つ 蝶 を か いた , 月 天 の 花瓶 が あっ て , 前 ば ね の 中 央 に 1 個 の 太 
い 点 を も っ て いる の は , モン シロ チョ ウ を 具象 し て いる も の と も 思わ れる 
( 図 10). 明和 3 年 (1766) に , 京都 か ら 寄進 を みた も の . 








息 . 食 草 

1 Zieris の 食 青 

Pieris 幼虫 の 主 依 草 は , アブ ラナ 科 植 物 で あっ て , 白水 隆博 士 と 原 章 氏 の 
『 原 色 日 本 蝶 類 幼虫 大 図鑑 』 (1960) に よれ ば , モン シロ チョ ウ は , カラ シナ ・ 
ハク サイ ・ キ ャ ベツ (と これ は 明治 初 年 渡来 うっ ・ ダ イコ ン ・ カ ブ の 諸 栽 培 植 物 と , 
ハタ ザ オ ・ ミ ヤマ ハタ ザ オ ・ イ ワ テ ハタ ザ オ ・ ツ ル タ ガ ラ シ ・ イ ヌ ガ ラ シ ・ マ 
メグ ン バ イ ナズナ (と れ は 明治 25 年 帰化 植物 , 1892)・ ワ サビ (と れ は 栽培 品 
あり ) な どの 諸 野 生 植 物 を 食し , スジ グロ シロ チョ ウ は , ダイ コン ・ ハ ボタ ン 














図 10 月 天 の 和 花瓶, 明和 3 





・ ハ クサ イ ・ カ ブ の 諸 栽 培 植物 と , ハマ ハタ ザ オ ・ イ ワ ハ タ ザ オ ・ イ ヌ ガ ラ シ 年 (1766) 寄進 , 隠 
・ コ ン ロ ン ソウ ・ タ ネツ ケバ ナ ・ ス カシ タゴ ボウ ・ ワ サビ (と れ は 栽培 品 あ り ) 岐 国分 寺 蔵 (前 波 鉄 
な どの 諸 野生 植物 を 食す る と いう . モン シロ チョ ウ は 栽培 アブ ラナ 笠 植物 を 好 SD の 

み , スジ グロ シロ チョ ウ は 野生 科 植 物 に お お く , 食 草 選択 の 範囲 は , や や 異な 

る と と に な る . 


2 栽培 アブ ラナ 科 西 物 の 来歴 
『 牧 野 新 日 本 植物 図鑑 』 (1961) の 記す る と と ろ に よれ ば , アブ ラナ 属 の カブ ( 河 暮 う ・ カ ラ シ ナ ( 葛 菜 )・ ア ブラ 
ナ ( 結 族 )・ タ カナ (大草) と , ダイ コン 属 の ダイ コン 〈 菜 基 ) な ど が , 古く 中 国 よ り 渡 来 し た も の と いう . と れ 
ら の 植物 が , わが 国 古 代 文 献 だ に あら われ た 記録 を 辿っ て みよ う ( 図 11, 12, 13). 

まず, 『 日 本 書 紀 』 (養老 4 年 成立 , 720) 巻 80, 持 統 天 皇 7 年 (698) 3 月 17 日 の 条 に , 

「 み と と の り て , 天 の 下 桑 ・ 利 芝 ・ 薫 著 等 の 草木 を 勉 殖 , も っ て 五 殺 を 助け し む 」 と , カブ の 栽培 を 奨励 き 
れ た と と が みえ , 『 万 葉 集 』 (天平 宝 字 3 年 以後 成立 , 759) 第 16 の 3825 歌 , 
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寛文 6 年 


図 13 茶 , 『 訓 蒙 図 葉 』 

























































































おき 図 12 覆 北 ,『 市 家 図 入 』 寛文 6 年 
= 2 CN ここ こさ 1666) 刊本 C1666) 刊本 
i 「 募 韻 煮 持ち 米 」 と あり ,『 古 事 記 』( 和 鋼 5 年 成立 。 712) 下 状 , 仁徳 記 に は , 
WN [山県 に 導ける 閣 業 」 の 歌 が あり ,「 紀 記 束 護 ] に は 
図 11 韻 散 ,『 和 漢 三才 図 「 山 城 女 の 木 倫 持 ち も 打 ち し お は ね 」 と ダイ コン を うた い , 『 万 葉 集 』 第 14 の 
会 』 正徳 3 年 1713) 83406 歌 と は , 
本 「 佐 野 の くく た ち 折 り は や し 」 と 菜 の 属 を 歌う .「 あ お な 」 と いう 古語 は , 次 
の 表 に し めす ど と く , アブ ラナ 科 匠 培 植物 の 総 名 と し て , 通用 し て いた 観 が 深 
い . また , 諸 書 に み ら れ る アブ ラナ の 古 名 を も 一 表 に まとめ た . 
癌 吾 奈 の 和 訓 を も つ ア ブラ ナ 科 植物 の 漢 名 表 
漢 章 押 | | 生 林 | 大 | 幸 | 画 | 黄 ]|] 音 
書 名 墓 i 寺 暮 | 秩 発 | 延 
名 、 | | 着 | 療 | | 朱 業 | 根 | | 莉 共 | 草子 | 英 | 奈 | 菜 
[ | hd | | 
事 記 | | lh 1 | 
に (5 | 
新撰 字 人 鏡 | 〇 Oi 痛 根 | | 
本 草 和 名 RONGO IO OOLO TO DOT 
延 豆 式 〇 
俊 名 類 衆 錠 olOIO ! 
医 上 方 0 
類 系 名 義 抄 RONOIG OK 
伊 呂 波 字 類 抄 ooodkon oon RR coolR odion omronier 





















































「 録 志 修 人 伝 』 ( 晋 の 陳 寿 撰 , 297 没 ), に 「 僕 の 地 は 温 貴 , 冬 夏 生 菜 を 食す 」 と 日 本 の 内 情 を 記す . 


『 伊 呂 波 字 類 抄 』 の 和 訓 に 従え ば 「 ア ヲ ナ 」 で ある . 
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剛 田 俊 山 (1792 一 1859) の 『 古 名 録 』 (天保 14 年 
序 , 1843. 明治 17 年 刊 , 1884) の 説く と と ろ に よれ 
ば, 墓 昔 ・ 著 ・ 墓 は カブ の 葉 を いい , 栖 鞭 根 ・ 墓 根 
・ 著 根 と 「 根 ] の 字 を 用 いる の は , カブ の 根部 を さ 
し , 無 苦 子 を カブ の 種子 と みな し て いる . 

また , 『 延 喜 式 』 (延長 5 年, 927) 内 膳 司 に は , 
カブ ・ ダ イコ ン ・ ア ブラ ナ を 栽培 する の に , 

営 墓 鞭 一 段 . 種子 八 合 . 惣 単 功 填 二 人 半 . 

営 鞭 歳 一 段 . 種子 三 斗 . 惣 単 功 十 八 人 半 . 

営 粗 医 一 段 . 種子 一 井 . 惣 単 功 廿 八 人 . 

と あり , 田地 一 段 に 種子 何 程 で , 功 は 何人 と いう と 
と が みえ て いる くら いで ある か ら , 「 延 喜 式 』 の つ 
くら れ た と ろ は 栽培 披 術 も 進歩 し て いた も の と 思わ 
れる . また , カブ ・ ア ブラ ナ ・ ダ イコ ン が , 年 間 ど 
の よう 連続 し て 作ら れ て いた か と いう 角度 か ら 眺 























め て みる と , 『 延 豆 式 』 内 膳 式 に ある 供 泰 雑 菜 の 条 
下 に は , 

曹 暮 . 四 井 を め あ て と す . 正月 より 十 二 月 まで . 
茎 立 . 四 井 を め あ て と す . 二 ・ 三 月 . 

次 版 根 . 四 井 を め あ て と す . 正 ・ 二 ・ 十 ・ 十 一 ・ 








十 二 月 . 

と あり , カブ は , 春 より 冬 に 至っ て , お い お い 夫 っ 
た も の で あり , アプ ラナ は 春期 だ け , ダイ コン は 1 
・2 ・10・11・12 の 月 に , 供 泰 され て いた と と が 
記録 し て ある . 

また , と の 時 代 に は 医 治 用 と し て 栽培 され て お 
り , 唐 の 『 新 修 本 草 』( 顎 慶 4 年 成立 , 659. わが 延 
暦 4 年 , 777 典 楽 穴 に 学修 の 認 あ り ) を 典拠 と し た , 














14, 延喜 18 年 頃 成立 , 918)・『 医 心 方 』〈 永 観 2 年 成立 , 984)・『 康 頼 
薬草 と し て の 漢和 名 


本 草 』 (現存 の も の は 室町 初期 に 成立 ) な ど が , 
を , 対照 させ て 記載 し て いる . 


また , アブ ラナ は , 葉 茎 を 食す る の みな ら ず , 後世 , 種子 を と っ て 
油 に する よう に な っ た が , 大 蔵 永 常 の 『 製 油 録 』 (天保 7 年 刊 , 1836) 
総論 に よれ ば, 頁 観 の 頃 に は 「 い まだ 油 菜 の 事 は な か りき 」 と ある か 
と は , それ より 以降 の と と と 思わ れる . 
沿革 略 史 』 (1944) に は , 『 製 油 録 』 を 引 
「 徳 川 時 代 中期 に お いて は , すでに 胡麻 油 , 奉 油 等 は 漂 次 此 


ら , 菜種 に よる 製油 の と 
大 浦 方 吉 氏 の 『 日 本 植物 油 
用 し , 
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アブ ラナ の 古 名 一 覧 表 

6 美和 。| 導 ォ | 章 き 2| 了 
書 。 名 へ 、| 者 | チ トス 
正 倉 院 文書 | O 

万 葉 集 O 

新撰 字 鏡 | O O 
本 章 和 名 olol ! | 

延 喜 式 O 9 
記名 類 衆 | 〇 |1O|1O|ol 
竹 取 物語 O 
宇津 保 物語 | oO 
医 心 方 |O|O | | 

江 家 次 第 | O | 

類 朱 名義 抄 | 〇 ! 〇 |O| つの 際 療 子 
伊 呂 波 字 類 抄 O 

康 頼 本 草 |O|O 
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ダテ ウ 
康 頼 本 草 』 は 旨 医 の 和 訓 を , オチ の 他 に , 太 天 宇 


衣 具 (『 古 名 録 】 所 引 ) また は 大 天 宇 明 臭 ( 群 書類 


従 本 ) と し て い 


『 本 草 和 名 』( 図 


る . 








(の ) 菜種 油 の た め に 圧倒 され る 傾 と な っ た 」 <p. 50 一 52) と あり , 薬 


種 油 溢 租 の 年 代 は 詳らか で は な い . 
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中 委 ] 
「 本 草 和 名 」 下巻, 享 和 2 年 ー 
(1802) 刊本 


古代 中 国 で は , 蝶 類 幼虫 の 食 工 性 に 着眼 し た の は 列 子 で , B. C. 300 前 後 頃 の こと で ある . 
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甚だ 素朴 な 表現 で ある が , 天 瑞 第 1 に , 「 鳥 足 の 根 は 崎 妹 と な り , その 葉 は 里 蝶 と な る . 粒 上 忠 は 周 な り .」 て < とれ 
と 同 炊 が 『 蘭 子 』 外 含 至 楽 第 19 に も ある ) と し た . と の 列 子 の 記載 を , 唐 の 段 公路 は 『 北 戸 録 』 で て 9 世紀 後期 ) 
に , 北宋 の 際 仙 は 『 塊 應 』 (1078 頃 成 立 ) に それ ぞ れ 引用 し た . 『 誰 堺 』 は , さら に , 「 か っ て 園 藤 を 見 る に , その 
葉 , 暴 こ と な る も の あり . 三 分 の 二 は , すでに 蝶 た り .」 <( 苦 菜 の 葉 の 三 つ の うち 二 つ は 蝶 に な っ た の 意 ) と 説明 を く 
わ え て お り , Zieris 幼虫 の 貴 菜 を 食す る と と を 表わし て いる も の と み ら れ る . その 後 , 一 層 幼 虫 を くわ し く 和 観察 し 
た の は , 経 願 の 『 稚 術 紅 』 <1174) で あっ て , 申 蝶 の 条 に , 「 今 , 菜 の 中 の 青虫 は 春の 時 に あたり て , 屋 の 壁 を は い 
ある き , ある い は 草木 の 上 に 糸 を も っ て 自ら を 固め , 一 夕 と れ を 視 れ ば 圭 角 あ り , 太 七 日 に し て その 背 株 裂 風 し , 
蝶 と な り て 出る .」 と 形状 習性 を 究め た . と の 記述 は , わが 国 の 本 草 博物 家 の 典 拠 に な る の で あっ て , 後に の べ る 
小野 闘 出 の モン シロ チョ ウツ 幼虫 の 記載 は , と の 『 稀 雅 更 』 の 記事 より , さら に 観察 を すす め た も の で ある . 
さて, 『 日 本 三代 実録 」 (延喜 元 年 成立 , 901) 巻 第 34, 元慶 2 年 878) 秋 7 月 甲 午 洲 の 条 に は , 倉 前 の 棟 木 に 落雷 
し て , 黄 箕 が 蒼 虫 を 口 に 含ん だ まま 焼死 し て いた と いう 記事 で あっ て , と こと に 「 蒼 虫 ]」 の 名 が 初出 する . 























A EC 
に つい て は , 『 培 謀 偽 | (区 安 2 年 頃 成立 1445. 正保 3 年刊 , 巻 5 の 61 だ , 「 順 が 和 名 に は , 紀夫 を あ を 
RS 1532. 巻 8 の 19 も 同文)『 類 字 仮名 遣 』( 抽 0 人 の 

に も ,「 あ を むし , 収 蒼 虫 侯 名 ] と あり , あ を むし ・ 蒼 虫 ・ 過 山 みな 同じ で ある と と が 知ら れる . と と ろ る が 狩 谷 
核 誠 は ,『 箋 注 修 名 類 乗 抄 』 (文政 10 年 成立 , 1827) 溢 8, 岬 内 の 条 に お いて , 「 抜 ずる に 稚 雅 に 日 く , 由 遇 は 径 虫 
な り と ・ 毛 詩 正義 は 陸 を 引き て 日 く , 過 幅 は 又 上 の 小 青虫 な り と . 薩 れ 毛 詩 注 が 桑 虫 に 作れ る は 疑 いな し 、 療 
君 ( 源 順 の と と ) 引き て 蒼 に 作れ る は , 恐らく 桑 と 蒼 の 音 近く , か つ は , あ を むし と 訓 ず る に 因り て 誤 れ る な り .」 
と 述べ , 「 着 虫 」 と いう 漢語 の 出典 が な いか ら , 蒼 虫 は 桑 虫 の 誤り だ と し て いる . し か し な が ら , 『 日 本 三代 実録 』 
と いう 先行 六 献 と, 「 藻 虫 」 の 用 例 あ る と と は 看過 で き な い し , また , 李 斉 の いう 呉 の 陸 忠 (3 世紀 前 期 ) の 言 を , 
『 毛 詩 州 木 鳥獣 虫 久 世 』 (原本 は 早く 代 亡 , 現行 本 は , 唐 代 の 『 毛 詩 正 義 』 に 引用 され る も の より 編 幅 ) 巻 下 に よっ 
て 再考 し て みる と , 桑 虫 の 古 意 を も つの 他 に , 草 茶 ( 草 葉 ) 上 に いて , と れ を 食 草 と する 鱗 次 目 幼虫 の 記さ れ て い 
る と と は 明瞭 で あり , 眉 内 に あお むし の 和 訓 が 付き され て いて も , 誤り で は な いと 思う . 右 学 松村 松 年 陸 十 は 「 三 オ 
図 会 の 昆虫 」 『 本 草 』 第 15 号 , 1933) に お い て ,『 和 x 漢 三才 図 会 』 貝 始 の 条 の , 「 本 綱 . 駅 典 に 似 て 青く 小 し . 夏 
(に 企 り て 羽化 し 戦 と な る も の を 暴 交 と いう .」 (と の 文 は , 寺島 良 安 が 『 本 草 繝 目 』 状 41, 木 協 虫 の 条 よ り 抄 録 し た 
も の ) と ある の 人 対す る 見 解 と し て , 「 以 上 の 説明 と よれ ば 幅 の 幼虫 の 様 な る も , 今日 は 粉 蝶 科 の 幼虫 に も と の 名 
称 を 用 いて いる .」 と あり , 鱗 翔 目 の 緑色 の 幼虫 ( ヤ ガ 科 の イネ キン ウ ワ バ , フタ オビ コ ヤ ガ , タバ コガ 等 を 含む ) 
を あて て お られ る . また , 本 草 学 の 泰斗 矢野 宗 幹 氏 は , 『 頭 計 国 訳 本 草 網目 』 (第 10 冊 , 1930) 明 肉 の 条 に , 「 岩 
商 」 を 注 し て , 「 虫 和 は あ を むし , 鱗 次 目 に 属す る も の の 幼虫 に し て , 毛 少く 緑色 を 吐 す る も の .」 と 端的 に 述べ 
られ て ある 
































2 小野 蘭 山 と モン シロ チョ ウ 幼 虫 

頁 亭 元 年 (1684) に 採用 され た , 天文 学者 , 安井 春海 (晩年 の 姓 は 渋川 ) の 『 貞 享 暦 』 に は , 仲 礁 月 に 「 菜 虫 蝶 
と 化す 」 と の 語 が みえ , 歳 時 の 要素 と し て , Pieris 春 型 の 発生 時 の 知識 を , 庶民 生活 に も た らし て いた が , や が 
て , 内 原 益軒 は 『 大 和 本 草 』 (宝永 6 年 刊 , 1709) 忠 の 条 に , 「 菜 の 葉 も 青虫 生 ず , 後に 化し て 胡蝶 と な る .」 と 触 
れる と と ろ で あっ た が , 『 大 和 本 草 』 を テキ スト と する 講義 を し て いた 小野 蘭 山 (1729 一 1810) は , 『 大 和 本 草 批 
正 』 (岡山 口 授 , 井岡 洋 筆 記 の 講義 録 ) 人 の 巻 , 遇 の 条 に お いて , 「 菜 葉 を 生ずる は 即ち 蝶 の 卵 を 生 みつ けた る な 
り . 共 (の ) 卵 , 黄色 な り . な が むし と な り て は , 緑色 に し て 毛 あ り , 黄色 (の と とか?) 白 蝶 の 蝶 に 化す .」 
と , Pieris の 卵 と 幼虫 を 詳らか に し て いる . さら に 商 山 は , 率 る 観察 に 努力 を 注ぎ ,『 本 草 網 目 啓 蒙 』 (初版 1803, 
重 訂 版 1847) 巻 の 36, 財 蝶 の 条 に いた っ て , 

「 油 菜 業 の 上 , 或 ( い ) は 下 織 小 の 黄 卵 を 生 ず . 数 日 の 後 , 化し て 小 長 虫 と な る . 緑色 に し て 毛 あ り , 日 を 歴 

れ ば 河 く 長 じ て 一 寸 許 , 老 す る も の は 踊 と な り て , 葉 背 茎 棟 , 或 ( い ) は 屋 感 の 間 に 懸 る . 基 (の ) 遇 長 さ 七 八 
分 , 上 豊 (か ) に し て 笑 稼 あり , 下 は 重 痩 ( せ ) て 足 な く , 浅 褐色 な り . 上 は 両 腰 よ り 糸 を 出し て , 茎葉 に 粘 し , 
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下 は 尾 を 粘 す . 赴 , 礁 雅 に 市 ゆる 路 は 総 女 な り . 数 日 の 後 , 朝 上 自ら 裂 ( け 〕 て 羽化 し , 出 て 黄 蝶 (C\?) 粉 蝶 と 
な る .」 と きわ め て 綿密 に , モン シロ チョ ウ 幼 虫 と み ら れ る も の を 観察 記載 し て いる 


総 括 

往時 の 貞 い 蝶 の 十 記録 を た どっ て , 今日 , その 種類 を 考証 る みす と と は , 困難 で 不 完全 で ある が , 次 の よう に 要約 
する と と が で きる 。. 

1 .『 懐 風 党 』 の 「 素 蝶 ] で 701~705 頃 ) が 最も は や い 記 録 (但し , モン シロ チョ ウ と スジ グロ シロ チョ ウ の 区 別 
は な いう). 

















2. 円 山 応 準 の 写生 帳 (1776) の 図 が 正確 に モン シロ チョ ウ を えがい て お り , も っ と も ふる い . 絵画 に は , さら 
年 代 の 二 eNO 

3. モン シロ チョ ウ の 分 布 し た 時 代 を 考え る た め に , 食 草 の 古い 記録 を た どる と と は , あく まで 参考 で あっ て , 
HB 

4. 小野 立山 の 幼虫 の 記事 (1803 以前 ) は , 確実 に モン シロ チョ ウ 幼 虫 と 思わ れ ,『 貞 亭 暦 』 (1684) まで さか の 
ぼ ば れる か も 知れ な い . 

以上 を モン シロ チョ ウ の 古 記録 に 関す る 私 見 の 要綱 と する . 

文献 の 渉猟 の 後に 考え られ る と と は , モン シロ チョ ウ の 分 布 が , わが 国 に お よん だ の は , いつ 頃 か と いう と と で 
ある . 八木 誠 政 博士 (1894 一 1967) の 『 昆 虫 学 本 論 』 (1957) 第 8 前 , 「 分 布 。 種 の 分 化 こ 進 化 」 ! に , OO 
ョ ウツ の 幼虫 は , アブ ラナ 科 植 物 を も っ て 食物 と し て いる が , これ の 分 布 は 人 類 の 運搬 に よっ て , 菜 類 栽培 地帯 に 
まっ て 行っ た の で あろ う . 故に 現今 は これ が 欧州 を 初め と し て アジ ア , 北米 (1860), i 
ー ラ ンド , ハワイ 等 に まで 分 布 し て いる . と れ ら は 人 類 の 表 結 する アプ ラナ 科 植 物 が 主要 な 食料 で あっ て , 野性 の 
アプ タチ 料 本 物 を 飼っ て 分 布 し た も の で は な い .」 と, モン シロ チョ ウッ の 分 布 型 を 示さ れ , また , 同 博 士 は 『 生 上 態 
学 汎 論 』 (1960) 第 7 前, 「 種 の 分 化 と 生態 ] に お いて , 電子 顕微 鏡 を 用 いた , モン シロ チョ ウ の 代表 的 地方 亜 策 
の , 鱗片 内 色 楽 の 研究 の s 鱗片 内 の 針 状 色 素 の 形状 は , アム ー ル 産 と 日 本 内 地産 の も の と , きわ め て 類 
似 し た も の で ある と され た と と か ら 考 えて みて , モン シロ チョ ウ の わが 国 に お ける 分 布 の は じ ま り は , 古墳 文化 時 
代 (5 世紀 を 中 心 と し た 前 後 約 300 年 間 ) 中 国 大 陸 か ら , 朝鮮 半島 を 経由 し て , わが 国 へ の 帰化 人 に よっ て , 栽 
培 ア ブラ ナ 科 植物 が も た ら さ れ た 際 , と れ ら の 食 草 と と も に , 渡来 を みた も の と する と と も 可能 の よう に 思わ れ 
る . 記し て 後 考 を まつ 次 第 で ある . いま は , モン シロ チョ ウ の 古い 記録 を 明らか に し て , と の 小 稿 の 筆 を お く と と 
と する . 

付記 投稿 後 , 大 阪 市 立 自然 科学 博物 館 の 日 浦田 氏 は ,「 モ ン シ ロ チョ リウ 属 の 歴史 」 『 昆 虫 と 自然 』 Vol.3, No.5, 
1968) を 発表 され た . これ は , わが 国 の Pieris 属 の 分 布 ・ 生 態 ・ 形 態 変 異な ど を , 歴史 的 な 視点 で 把握 され , わが 
国 の モン シロ チョ ウ が 渡来 種 で ある と と を 主張 され る , 傑出 し た 論文 で ある . 
また , 浮世 絵 を 研究 され て いる 大 阪 市 の 今 中 宏 氏 は , 遇 生 の 仕事 と し て , 美術 て に み ら れ る 蝶 図 の 調査 を すす め 
られ , 順次 発表 され る 日 も 近い と 思わ れる . 応挙 より 年 代 の 古い モン シロ チョ ウ の 古 図 の , みい だ され る と と を 
期待 し た い . 




































































Summary 


The author attempts to identify the white butterfiies as appearing in old Japanese drawings and 
literary works, with emphasis on Pieris rapae cruciyora BOoISDUYVAL. 

1) The word ‘So-ch6&’ found in a poetical work entitled ‘Kaifts6’ published between 701 and 705 
A.D. is the earliest reference to white butterflies so far known. 

There is no telling, however, whether the word meant Pieris rapae or P. melete. 

2) What is believed to be one of the earliest illustrations of P. rapae is a sketch by Okyo MAsO- 
YAMA, done in 1776. 

3) The life of larva, which was depicted by RANZAN ONO (ca. 1803), probably concerned P, rapae. 
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We may trace this line back to 6ky6-reki C1684). 

The 1ate Dr. NOBUMASA YAci, as well as Mr. TAso IwASE, president of L. S. J., maintained that 
ア . rapae had fortuitously been introduced into Japan, 

The author subscribes to this opinion. The Supposed time of arrival of this species to Japan is, 
in his opinion, during the Kofun (ancient tomb) Age (ca. 300 一 600 A.D.). 

The cultivated rapa plant is believed to have been brought into this country by the immigrants, 
from the Chinese Mainland by way of the Korean Peninsula, and the whites must have accompanied 
the plant in some form or another, at the younger stages. 





ウラ フミ スジ シジミ 幼虫 の 発育 日 数 


長 沢 純 夫 ・ 中 山 男 
清水 市 有 東 坂 601・ 北 脇 88-34 


長野 県 湯田 中 に お いて 採集 し た ウラ ミス ジ シ ジミ Wagimo signata BOTLER の 卵 か ら , ふ化 し た 幼虫 を , 
静岡 県 清水 市 に お いて , クヌギ の 花芽 を あたえ て , 温度 16~21° C の 実験 室 と , 温度 25*C, 関係 湿度 60 , 130 
lux 連続 妥 明 の 飼育 室 の 条件 下 で , 個体 別に 飼育 し た . その 結果 は 第 1 表 の ご と く で 鈴木 (1965) の 北海 道 釧路 市 
に お ける 飼育 成績 , 宮川 (1966) の 広島 県 芸北 町 に お ける それ に 比べ る と ふ化 日 は か な り 早 く , また 発育 所 要 日 数 
は 釧路 より 長く 芸北 と の 比較 で は 短い よう で ある . と こと に は し め さ な い が 第 1~3 令 まで の 頭蓋 の 脱皮 上 毅 の 幅 と , 
第 エー4 令 まで の 額面 の 幅 の 令 間 成長 は , と も に 1 次 式 を も っ て し めす と と が で きた . 


























第 1 表 ウラ ミス ジ シ ジミ の 飼育 成績 



































幼虫 期 間 NN A 
コー クニ ッッ 日 ML CWC 期間 晴 重 量 前 超 長 
得度 性 ふ化 ーーーーーーーーーー ニ ーーー 時 吉 証 詳 
18ITI 10 7 6 11 34 20 195.4 20.2 
雌 。 187 6 6 7 12 31 = と 
実 平均 8.0 6.5 6.5 11.5 32.5 20 195.4 20.2 
験 16/III 7 5 6 12 30 23 160.2 19.6 
縮 。 9 7 5 7 13 32 21 154.9 201 
1967 潜 18/m 7 5 7 。。 18 381 21 147.1 19.1 
18/III 6 6 6 18 831 21 1419 19.0 
平均 。 6.8 5.8 6.5 12.5 81.0 21.5 151.0 195 
時 20/III 3 3 4 7 。 77 一 165.1 呈 
軸 雌 557m 3 3 4 7 。 717 15 120.1 18.5 
芝 平 均 3.0 8.0 4.0 70 17.0 15.0 142.6 18.5 
実 雌 ” 18 8 5 6 10 29 20 A 20.0 
1968 誤 i 
室 雄 207I 7 6 5 10 28 20 還 19.0 
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